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第30回日本医療情報学会春季学術大会
ＣＯＩ開示

演題名︓日本医療情報学会の標準化の取組み
演者 ︓山下貴範

私が発表する今回の演題について開示すべきＣＯＩはありません。
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02 JAMI標準策定・維持管理部会設置趣旨

一般社団法人 医療情報標準化推進協議会

以前は、
日本医療情報学会(JAMI)は、 HELICS協議会やISO/TC215、MEDIS-DCなど、内外
の医療情報標準化活動団体に積極的に参加
医療情報標準そのものを学会として策定/提案、管理/公表するのではなく、
主として既存の標準規格・標準仕様(案)*を追認・検証・普及推進する活動
* 学会員の学術研究活動や標準化団体での活動、他団体が策定・維持管理する標準案

2009年、常設部会として設置
医療情報の相互運用性を確実なものとしていくには、学会外で策定される標準化案だ
けでは不足しているものが多くあり、それらを策定し、維持管理 (メンテナンス)し、
公表・提供していく組織が必要
必要であるにもかかわらず他団体で策定・維持管理することがなされていない標準化
について、主体的に策定・維持管理・公表していく組織として位置づけ
現在、14名の部会員で構成

歴代部会長 大江先生、下邨先生
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03 策定維持・管理・掲載している標準規格

一般社団法人 医療情報標準化推進協議会

JAMI標準
• 処方・注射オーダ標準用法規格 (JAMISDP01）
• 処方情報 HL7FHIR記述仕様 (JAMISDP02）
• 健康診断結果報告書 HL7FHIR記述仕様 (JAMISDP03）
• ePathのデータ要素と構造に関する仕様書 (JAMISDP04）
• ePath HL7 FHIR 記述仕様 (JAMISDP05）

他
• SS-MIX2 仕様書・ガイドライン
• 退院サマリー作成に関するガイダンス
• 生活習慣病4疾病「コア項目セット」および「自己管理項目セット」の改訂および「

Personal Health Record（PHR）推奨設定」
• 診療情報提供書 HL7FHIR記述仕様(HL7J-FHIR-001)
• 退院時サマリー HL7FHIR記述仕様(HL7J-FHIR-002)
• JAMIが管理するOID表

https://www.jami.jp/jamistd/



一般社団法人 医療情報標準化推進協議会

04 SS-MIX2ストレージ仕様書および構築ガイドライン

一般社団法人 医療情報標準化推進協議会

SS-MIX2 をISO技術仕様化
ISO/TS 24289:2021(E)

• 地域医療連携
• MID-NET(厚労省、PMDA)
• NCDA(国立病院機構)
• 災害時バックアップ(国立大学病院)
• 各臨床学会主導 データ駆動型事業

(日本本循環器学会、日本糖尿病学会、日本腎臓学会、日本医療情報学会、
日本クリニカルパス学会など)

• 臨中ネット(AMED、臨床研究中核病院)
• NeXEHRS
など

• 医療機関を対象とした医療情報の一次利用・二次利用
（交換、共有など）による医療の質の向上

• 日本医療情報学会、SS-MIX普及推進コンソーシアム
、JAHIS、日本HL7協会等で合同WGを設置し、策定
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05 処方・注射オーダ標準用法規格

一般社団法人 医療情報標準化推進協議会

• 日本薬剤師会と日本病院薬剤師会により公表された「標準用法用語集」に掲載された用法と用語を対象
として、医療情報システム実装のためのコード化

• 用語集のメンテナンスは日本病院薬剤師会および日本薬剤師会で行うが、双方で同期をとって実施

16桁（固定長英数字）のコードと8桁（固定長
英数字）の補足コードで表現
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06 処方・注射オーダ標準用法規格

一般社団法人 医療情報標準化推進協議会

電子処方箋の用法マスタ改定にかかる概要資料（令和7年7月1日厚労省）
「2025.11~2026.7切替期間、2026.8~ 旧マスタ用法不可」

↓一部例
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07 ePathデータ要素と構造に関する仕様書, ePath HL7FHIR記述仕様

一般社団法人 医療情報標準化推進協議会

xml仕様から
FHIR仕様に変換

OAT Unit

Learning Health System



一般社団法人 医療情報標準化推進協議会

08 処方情報、健康診断報告書︓HL7 FHIR記述仕様

一般社団法人 医療情報標準化推進協議会

HS036︓処方情報
処方指示
処方箋として交付されデータベース等に蓄積された情報

HS037︓健康診断結果報告書
特定健診、一般健診、人間ドックの結果

• FHIRデータサーバに蓄積
• 処方箋作成システムが作成した処方情報をFHIR準拠の
記述データとして作成し、別のシステムに伝送

• 2次利用として処方情報を電子的に収集、分析

• 健診対象者に電子的に提供
• 健康データ管理機関やPHR事業者に直接に、またはな
んらかの医療データセンターを経て電子的に提供

• 蓄積されたデータを本仕様記述データ形式でダウン
ロード、取得

• 健診対象者の本仕様健診データをスマートフォンアプ
リで取込・参照

全国医療情報プラットフォーム

医療情報基盤 介護情報基盤
電子処方箋管理サービス

電子カルテ情報共有サービス(仮称)

医療機関・薬局

医療保険者

国民

救急隊

電子カルテ
レセコン等

保険者業務
システム等

介護事業所

介護業務
ソフト等

自治体・保
健所

健康管理
システム等特定健診等データ収集/管理システム

オンライン資格確認等システム
オンライン資格確認

システム
資格情報

特定健診等情報

薬剤情報
(レセプト)

医療費情報
(レセプト)

*カルテ情報

異なる領域の基盤
間連携

❶

専用
アプリ

行政職員・研
究者

解析ソフト等

行政・自治体情報基盤

❸

❸

医療情報基盤

国民

行政・自治体情報基盤

マイナ
ポータル

❷

異なる領域の基盤
間連携

※システム詳細検討中

H

科学的介護情報システム(LIFE)

介護情報データベース(仮称)

要介護認定情報

LIFE情報

ケアプラン

介護情報
（レセプト）

※連携方法検
討中

オンライン資格確認
システム

医療情報閲覧機
能

救急時医療情報
閲覧機能

診療情報
(レセプト)

同意情報

*傷病名、アレルギー、薬剤禁忌
感染症、検査情報、処方情報

❸

※システム詳細検討中

医療保険者等向け中間サーバー

マイナ
ポータル

介護保険者

介護保険
システム等

資格情報

※共有する介護情報について
は検討中

PMH(Public Medical Hub)

公費助成情報

母子保健

予防接種

処方・調剤情報

紹介状・退院時サマリ等

ケアプランデータ連携システム
ADL、栄養・摂食嚥下、口腔衛生情報等

民間のヘルスケアサービス
等

❹二次利用基盤
履歴照会・回答システム

医療・介護データ等の解析基盤(HIC)
DPC

がん登録

予防接種感染症

指定難病 小児慢性
特定疾病

介護DBNDB

障害福祉※匿名化識別IDを付与するシステム etc...

❹ DPC

がん登録

介護DBNDB

小児慢性
特定疾病がん登録

ライフログ等

自治体等向け中間サーバー
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09 TEAM事業 ← 生活習慣病ミニマム項目セット・PHR推奨設定

一般社団法人 医療情報標準化推進協議会

• 2025年度~医学会連合「TEAM事業」: JAMI代表＋加盟学会
• 各臨床領域・疾患別ミニマム項目セット策定による臨床データ品
質向上活動

• 領域選定(10疾患)し、10-20項目のミニマム項目セット策定
• 標準診療ガイドライン、救急災害時重要判断、疾患別PHR、疾患
別データ二次利用などのキー項目
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10 おわりに

一般社団法人 医療情報標準化推進協議会

臨床の質向上・RWD利活用のための標準化
「インターフェース・コード・構造・項目」
医療情報の標準化を通して、医療情報基盤を整えることは、二次利用だけでなく一次利用
にも必須

既存用語の整理統合や利用目的ごとのガイドラインの策定

医療機関側と関連するベンダ間での利用目的に対する相互理解が必要、
無理のない範囲での適用推進

政策を注視しつつ、「医療機関・ベンダ・団体/学会」の連携
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Thank you for your attention

yamashita.takanori.804@m.kyushu-u.ac.jp
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